
 

 

 

教育委員会会議録（９月定例会） 
 

 

 

日  時       令和７年９月２５日（木） 

           午後１時３０分から午後１時５８分まで 

 

場  所       日立市役所 ３０４・３０５号会議室 

 

出席委員       教育長                 折笠 修平 

           教育長職務代理者            上村 由美 

           委 員                 朝日 華子 

           委 員                 小野 智久 

       委 員                 額賀  隆 

 

委員以外の出席者   教育部長                作山 直弘 

           次長                  大内 弓子 

           理事                  窪田 康德 

           総務課長                西  勇人 

           学校施設課長              富岡 道雄 

           学務課長                北見  裕 

           学校再編課長              酒地 康彦 

           生涯学習課長              根田 容子 

           スポーツ振興課長            市原 慎也 

           指導課長                青木 房子 

           記念図書館長              佐川 正城 

           郷土博物館長              鈴木 弘嗣 

           北部学校給食共同調理場長        小林 健児 

           教育研究所長              諸橋 正和 

           子ども施設課長             川﨑 聖子 

           総務課課長補佐（兼）庶務係長      塙  智光 

           総務課課長補佐（兼）計画財務係長    西野 晃平 

           総務課係長               澤田 貴子 

           総務課主事               上遠野 宰 

 

 



 

議  事 

 

 報 告 

 報告第 ９ 号 教育委員会８月定例会の会議録について 

 

 議 案 

議案第４３号 日立市武道館設置及び管理等に関する条例施行規則の一部を改正する 

規則の制定について 

 

 その他 

 (1) 令和７年第３回市議会定例会について 

 (2) 令和８年度日立市立幼稚園等の園児募集について 

(3) ひたちシーサイドマラソン２０２５の準備状況について 

(4) 日立市一斉ラジオ体操等の実施結果について 

(5) 「百年塾フェスタ」「子どもまつり」「ぷら・スポフェスタ２０２５」の合同開 

催について 

 

 

 

  



 

会 議 の 概 要 

１  開  会  

教 育 長 ただ今から、教育委員会９月定例会を開会します。 

 

本日は、傍聴者はおりません。 

 

  

２  報  告  

報  告  第 ９ 号 教育委員会８月定例会の会議録について 

教 育 長 まず、報告第９号について、御意見等はございませんか。 

 

全 委 員 

 

特にありません。 

 

教 育 長 それでは、本件については、承認されました。 

 

３  議  案  

議  案  第４３号 日立市武道館設置及び管理等に関する条例施行規則の一部を改

正する規則の制定について 

 

教 育 長 

 

 

続いて、議事に移ります。 

議案第４３号について、スポーツ振興課長から説明をお願いしま

す。 

 

スポーツ振興課長 

 

日立市武道館の休館日の見直しに伴い、本規則を制定するもので

ございます。 

新旧対照表です。 

見直しを行う施設は、日立武道館、多賀武道館の２施設であり、 

従来の年末年始に加え、週１回の休館日を設定するもので、日立

武道館は木曜日、多賀武道館は金曜日を休館日といたします。 

 

教 育 長 

 

 

それでは、議案第４３号について、可決することでよろしいでし

ょうか。 

 

全 委 員 異議なし。 

 

教 育 長 議案第４３号については、原案可決と決しました。 

 

４  そ の 他  



 

(1) 令和７年第３回市議会定例会について 

教 育 長 

 

 

続いて、その他に移ります。 

その他(1)について、御質問や御意見はございますか。 

 

委 員 

 

学校図書館蔵書整備・充実のための学校図書購入費について、予

算は減っているが、電子図書が充実してきているため、読書の機会

は、より高まっているという認識でよろしいでしょうか。 

なお、児童生徒１人当たりの読書量平均値などのデータがあれば

お聞きしたいです。 

また、避難所として活用する体育館の空調設備についてですが、

空調設備が整備されていない体育館を避難所とするのではなく、空

調設備が整備されている教室等を避難所とすることが可能なのか

を伺いたいです。 

じゅうおう市民プールについても答弁されていますが、根本にあ

る水泳授業の目的を伺いたいです。目的に立ち返り、必要があれば

学校施設以外のプールを利用することも可能なのではないかと考

えております。 

 

指 導 課 長 学校で本を借りて、家で読むことはもちろんのこと、本を借りて

帰らなくても、家庭で電子書籍を活用して本を読むことができると

いうことで、読書をする機会は増えたと考えております 

次に、読書量に関する調査についてです。 

令和６年度の１人当たりの読書数は、小学校で年平均約５３冊、

中学校で約９冊となっております。 

 

学校施設課長 空調のある教室等を避難所とすることについてですが、学校の許

可が得られれば可能でございます。 

７月に避難所を開設した際には、教育委員会からの依頼に基づき

まして、空調設備が整備してある教室に避難者を案内しておりま

す。 

ただし、授業時間等、学校活動のある時間帯は難しい場合もござ

います。 

 

学 務 課 長 水泳授業は、水難事故から子どもたち自身が身を守る水泳能力を

身に付けるためにあります。 

本市は、海に面しているということもありますので、水泳授業の

大切さは学校側も重々承知しております。 

学校施設以外のプール活用については、学校のプールが使用でき

ない、設置されていない学校につきましては、公共施設のプールを

使用しております。 

 



 

委 員 どういったジャンルの電子書籍が多く貸し出されているのかを

伺いたいです。 

また、不登校児童生徒の健康診断についてですが、かかりつけ医

での受診も可能であることを文書で案内した後、実際にかかりつけ

医で受診した児童生徒は何人いたのかを教えていただきたいです。 

 

記念図書館長 一番多く貸し出されているのは、児童書です。次に文学書となっ

ております。 

 

学 務 課 長 まず、受診勧告を受けても受診できない児童生徒については、家

庭訪問等で受診を勧めたり、民生委員、子育て支援課、生活支援課

等の力を借りて受診を勧めておりますが、その勧告によって何人が

受診したかという統計は取っておりません。 

統計を取らない理由としては、健康診断は毎年行うものなので、

未受診者に１年かけて受診勧告をしている間に、次年度の健康診断

が行われるためです。 

 

(2) 令和８年度日立市立幼稚園等の園児募集について 

教 育 長 

 

次に、その他(2)について、子ども施設課長から説明をお願いし

ます。 

 

子ども施設課長 １番、日立市立幼稚園・認定こども園（１号認定）在園児数及び

募集人数の表です。 

来年４月の入園募集を行う市立幼稚園等について、本年９月１日

現在の園児数と募集人数を示したものでございます。 

来年度は、４つの園での募集となります。 

募集人数でございますが、４歳児につきましては、櫛形幼稚園及

び大沼幼稚園が３０人、みやた認定こども園及びはなやま認定こど

も園が１５人、５歳児につきましては、若干名の募集となります。 

幼稚園におきましては、市立幼稚園、私立幼稚園ともに、少子化

の進展及び保護者の働き方の変化に伴い、利用者数が急激に減少し

ていることもあり、本年４月から、私立幼稚園２園において、認定

こども園に移行しております。 

その一方、保育園の入園希望者は増えております。 

保護者の就労などを理由とした保育ニーズは高まっており、この

傾向は今後も続くものと考えております。 

２番、入園資格につきましては、記載のとおりでございます。 

３番、募集方法につきましては、今年度は１０月１日から各園で

入園願書を配布し、１１月４日及び１１月５日に入園を希望する園

へ願書を提出していただくことになっております。 

４番、月額保育料につきましては、令和元年１０月から実施され



 

ている幼児教育・保育の無償化により、無料となっております。 

 

委 員 公立幼児施設の配置については、ひたち子どもプラン２０２５に

も記載されているとおりだと思いますが、改めて今後の公立幼稚園

の方向性等をお聞きしたいです。 

 

子ども施設課長 幼児施設の園児数につきましては、少子化などの進行もあり、今

後も減少していくことが予測されます 

このような状況から、平成２５年３月に日立市幼児施設の在り方

検討会議からいただいた提言を踏まえまして、担うべき役割を考慮

しながら、今後の在り方について検討を進めているところでござい

ます。 

 

(3) ひたちシーサイドマラソン２０２５の準備状況について 

教 育 長 

 

次に、その他(3)について、スポーツ振興課長から説明をお願い

します。 

 

スポーツ振興課長 １番、エントリー状況についてです。 

令和７年９月７日でエントリーを締め切り、合計４，７３１人と

なり、前大会と同水準の規模となっております。 

２番、ボランティア募集結果です。 

団体ボランティアの応募人数は約１，４７０人、公募ボランティ

アの応募人数は約２６０人、合計で約１，７３０人規模となりまし

た。 

企業等、地域コミュニティ、大学、高等学校など、幅広い参加を

いただいております。 

主な活動は、会場案内、参加者誘導、コース上での給水、給食支

援、救護補助などを予定しています。 

３番、給食、おふるまいについてです。 

コース上の給食は、ミニトマト、スポーツゼリー、バナナ、中里

のブルーベリー、カステラなどを予定しています。 

また、地域コミュニティや大学によるおふるまいも行われ、たこ

焼き、しらすのり巻き、ハンバーガーなど、日立市ならではの特色

ある品が提供される予定です。 

ゴール地点では、国内友好都市である、山形県山辺町産のりんご

や日立市特産の乾燥納豆を完走賞として用意しています。 

４番、協賛募集結果です。 

現金による協賛が２，４７６万５千円、物品やサービスの提供に

よる協賛が５６７万２千円相当となっており、前大会を上回る御支

援をいただいております。 

物品等での協賛内容につきましては、飲料や食品のほか、大会中



 

継や車両手配など、多岐にわたっております。 

５番、交通規制及び臨時列車についてです 

交通規制については、市報やホームページ、ＳＮＳで周知すると

ともに、沿線住民への戸別訪問を実施し、今後は住民説明会を行う

予定です。 

交通規制のチラシを添付しておりますので、後ほど御覧くださ

い。 

また、大会当日は臨時列車「ひたちシーサイドマラソン号」とし

て、品川駅発日立駅行きときわ３７号、日立駅発東京駅行きときわ

９８号が設定されております。 

６番、９月以降の主な予定についてです。 

９月１７日と２１日に、交通規制に関する住民説明会を実施いた

しました。 

１０月には、ボランティア説明会や地域コミュニティへの説明会

を実施し、下旬には、参加者への事前送付物を発送いたします。 

大会の前日である１１月１５日には、前日祭を開催し、翌１６日

にシーサイドマラソン２０２５の本番となります。 

翌年２月には、第２回実行委員会を開き、事業報告を行う予定で

す。 

引き続き、安全安心な大会運営ができるような準備を進めてまい

ります。 

 

委 員 前年度と同じレベルの人数がエントリーされていることは素晴

らしいと思います。 

２回目の評判が３回目に繋がっていくと思います。 

ランナー目線だけではなく、交通規制される住民の方の目線から

も御配慮いただければと思っております。 

 

(4) 日立市一斉ラジオ体操等の実施結果について 

教 育 長 

 

次に、その他(4)について、生涯学習課長から説明をお願いしま

す。 

 

生涯学習課長 １番、日立市一斉ラジオ体操の日についてです。 

毎年夏休み最初の日曜日を日立市一斉ラジオ体操の日としてお

ります。 

今年度は、７月２０日日曜日に実施いたしまして、学区コミュニ

ティ、ラジオ体操実施団体などの御協力のもと、市内２４箇所で合

計１，４０７人の参加がございました。 

参加者には啓発品として、ひたちの水を配布したほか、まちのコ

イン３９タッチを付与し、９２人が利用いたしました。 

２番、夏休みチャレンジラジオ体操についてです。 



 

内容については、小中学生が夏休み期間において、各自が最寄り

のラジオ体操実施団体が行っている場所や自宅で、ラジオやテレビ

の放送に合わせてラジオ体操を行い、実施日数に応じて啓発品を配

布するものでございます。 

期間は、小中学校の夏休み期間である７月１９日土曜日から８月

３１日の日曜日まででございました。 

啓発品申込期間は、９月１０日水曜日まででございました。 

申込者数は、６０３人でした。 

啓発品の配布については、各学校を通じて、１０月末までに対象

者に配布する予定でございます。 

 

(5) 「百年塾フェスタ」「子どもまつり」「ぷら・スポフェスタ２０２５」の合同開催 

について 

教 育 長 

 

次に、その他(5)について、生涯学習課長から説明をお願いしま

す。 

 

生涯学習課長 生涯学習関連行事とスポーツ行事が連携し、共同開催すること

で、あらゆる世代の方々が、楽しみながら生涯学習やスポーツに触

れる場を創出するものでございます。 

日時は、令和７年１０月１９日日曜日、午前１０時から午後３時

３０分までです。 

場所は、日立市市民運動公園です。 

主催は、資料に記載のとおりでございます。 

次に、内容ついてです。 

百年塾フェスタは、市民教授によるカルトナージュ、パッチワー

クなどの作品展示とドローンの体験ができるコーナーです。 

また、日立第二高等学校ＪＲＣ部の生徒たちのデザイン画に合わ

せて、来場者がバラの花びらを飾り付け、じゅうたんを作製する「お

花のじゅうたんを作ろう」の参加、体験などができます。 

子どもまつりは、射的やソフトボーリングのゲームコーナーのほ

か、日立市職業探検少年団の協力で、農業探検少年団の野菜販売及

び観光探検少年団の特産物販売を実施いたします。 

ぷら・スポフェスタ２０２５は、アクアボールやクライミング、

日立市発祥のパンポンなど、子どもから大人まで様々なスポーツ体

験が楽しめます。 

 

委 員 百年塾フェスタについてですが、テーマが「来て 見て トライ 

～とっておきの一日～」となっており、素晴らしいテーマであると

思いますし、昨年以上に様々な体験ができることかと思います。 

是非、多くの方に足を運んでいただきたいと思います。 

 



 

以 上 

生涯学習課長 ここ数年のテーマは「楽しく 学んで 体験しよう」をテーマに

しておりましたが、今年度につきましては、テーマを変えて実施す

るということで、推進員の方々にテーマを考えていただきました。 

たくさんの方に生涯学習とスポーツのイベントに参加していた

だきたいと思っております。 

 

５ 次回の教育委員会の日程について 

教 育 長 

 

 

総 務 課 長 

 

 

 次回の教育委員会定例会の日程について、総務課長からお願いし

ます。 

 

令和７年１０月２３日（木）午後１時３０分から、日立市役所３

階３０４・３０５号会議室で開催予定です。 

 

 

６  閉  会  

教 育 長 

 

以上をもちまして、教育委員会９月定例会を終了いたします。 

 

 


